
111

（52）

氏名（生年月日）

本   ． ．籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

蓼．．軍 二三（昭和21

医学博士

乙第448号

昭和56年3月20日，

学位規則第5条第2項該当（博士の学位論文提出者）

ACTH産生腫瘍および脳脊髄液中のACTH，β・1ipotropin，β・e凱dorpb血

（主査）教授 鎮田 和夫
（副査）． ｳ据 滝沢 敬夫，教授 広沢弘七郎

論文内容の要．旨

 ．目的

 クγシソグ病下垂体腺腫部よび非腫瘍組織でのACT

H・β4ip・…p球LP宜）・β一e典hi・（EP）の合成・分

泌機序をin vltroで検討し，さらに脳脊髄液および異

所性ACTH産生腫瘍中のACTH，エPH， EPについて

も検討した。

 方法

 1）異所生ACTH産生腫瘍

 異所性ACTH産生肺癌．2例，甲状腺髄様癌1例を0・2

N塩酸で抽出し，Sephadex G－50カラムにかけ，各分画

中のACTH， LPH， EPを測定した．

 2）  Incorporation study

 クッシソグ病下垂体腺腫の一部を3H－phenylalanineと

incubation U抽出後Sephadex G－50カラムにかけ，

ACTH，1・PH， EP各分画の濃度と，各分画中に取込ま

れた3Hの放射活性を測定した，

 3）  Superfusion

 ブッシング病下垂体腺腫および非腫瘍組織をSuper－

fusion し，1ysin 8－vasopressin （LVP）， dex翫methasone

（Dex），セロトニソ，セロトニソ拮抗薬であるcyprohe－

ptadine（Cypro）を加え，medium中に分泌されるACTH，

LPH， EPを測定した．

 4）脳脊髄液

 健常人および各種内分泌疾患の症例から腰椎穿刺にて

得た．

 5） Radioimmunoassay（RIA）

 ACTH，上PH， EP濃度はRIAにて測定した． EP抗

体はLPHと等モルに交叉するものを用いた．

 結果

 1）  Incorporation study

 3H－phenylalanineの取込みが， ACTH，工PH， EPお

よび共通前駆物質と思われる分画中に認められた．

 2）  Superfusion

 2）  Superfus量on

 ACTH， LPH， EP分泌は， LVP．によ倹著明に増加

し，Dex， Cyproにより抑制された．セロトニンにより

軽度の分泌増加がみられた．

 3）脳脊髄液

 脳脊髄液中のACTH，五PH， EP1濃度は，血中濃度を

反映しなかった．

 4）異所性、ACTH産生腫瘍

 異所性ACTH産生腫瘍中には正常下垂体と異り，多

量：のEPが存在していた．

 考按

 1） クッシソグ病下垂体および異所性ACTH産生腫

瘍中では，LPHからEPへの転換が充進している．

 2）．クッシング病下垂体からのACTH， LPH， EP分

泌に，Serotone「9ic mechanismカミ関与していることが

示唆され，■VP， Dex， Cyproは下垂体に直接作用し，

ACTH， LPH， EP分泌に影響を及ぼすことが証明され

た．

 3）脳脊髄液中のACTH， LPH， EPは下垂体以外の

originが示唆された．
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論 文 審 査 の 要 旨

．本論文はクッ営ング病下垂体腺暉および非腫瘍組織でのACTH・β一LPH・β一end・rphinの合成・

分泌機序を麺vitroで検討し，さらに脳脊髄液および異所性ACTH産生腫瘍中のACTH，五PH，

endofphinについて検討し，その結果，クッシング病下垂体および異所性ACTH産生腫瘍中では，

LPHからendorphinへの転換が充進していること，クッシング病下垂体からのACTH， LPH， endor－

phin分泌に， Serotonergic mechanismが関与していること，脳脊髄液中のACTH， LPH endorphin

は下垂体以外のOriginである等の新知見を報告したもので，学術上価値あるものと認める．
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